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狩野文庫画像データベース　http://W2. 1 ibrary･tohoku･ac ･jp/kano/kano_top･html






































現在学術情報研究部で取り組んでいる, A I R (能動的情報資源)は,色念的にはこの舌典籍の問題






龍h的fM責Ji : AIR ( A亡dve ln血t7TutlOn Resource )
･利用支撫知轟/機能を情報*霧と共に一括讐糠･ f理
･各NRは利用支緩知徽/機能を用いて能b的.自立的にh作
これは古典籍データベースのさまざまな面-の応用が考えられるが,今回はまず,実用化の可能性が
高いと思われる,近世(江戸)版本の出版広告を利用したデータベースの構築を試みることとした.江
戸日新七の版本の末尾などには,その本を出版した香車(本屋)の目録が備わっていることがあり,版本
研究の重要な資料とされている.附属図書館の貴重図書のなかに,出版広告(蔵板目録)を版本から取
り外して集成したもの(書林蔵版書目　伊-4-363 ･諸家著述目録雪有香　伊-4-364)があるが,貴重図
書であるために活用が困難な状況にある.これを電子化し,附属図書館が所蔵する古典籍の目録部分を
追加すれば,所蔵資料のみで研究資料として十分な点数を確保できるものと思われる.また,広告･蔵
板目録収載資料で附属図書館が所蔵している資料を関連付ければさらに利用価値は高くなる.
出版広告(蔵板目録)を利用した資料の関連付けの一例を,狩野文庫画像データベースを用いて示す.
絵本天の川　蔵板目錬
絵本書牧師載積目録
絵本天の川は,末尾の蔵板目録によれば,寛政九年に
書韓和泉屋源七が出版したようにみえる.この蔵板目録
に収録されている絵本詞乃花と絵本誓聴節には,やはり
同様の蔵板目録が備わっている.しかし,絵本軸節の
それは書孝明石屋伊八の蔵板目録である.和泉屋源七と
明石屋伊八の蔵板目録は酷似しており,この二者には密
接な関係があることがわかる.
絵本飼乃花　蔵板日録
淋触.描韓鞄i舶虜
幾組1,勲奴,/三%I拠麦桝棚　勧毅
古今狂歌袋　広告
また絵本誓晩節の序文から,蔦屋重三郎が刊行に関係していたのではないかと推測される.さらに蔦
屋重三郎の刊行した古今狂歌袋の出版広告には,絵本詞乃花が掲載されており,同書が喜多川歌麿の絵
本であることも確認できる.この流れを図で示すと次のようになる.
出版広告を中心とする書誌情報の連携 ここでは,絵本天の川から始めたが,
喜多川歌麿から,蔦屋重三郎から始め
ても同様の流れをたどることができ
る.
従来は,これらの流れは,利用者自
身が,検索を繰り返しながら,画像を
調べて作り上げなければならなかっ
た. AIRの導入によって,この関連
付けの作業をデータベースが支援でき
るようになるのである.
蔦屋重三郎や喜多川歌麿の研究者には,これらG甥知の情報であるが,利用者の知識の秩序に従った
情報の提供は,受け手に安JL感を与える.また,初心者に対しては知識を補う手がかりを提供できる.
将来的には,図書館員による古典籍目録作成を支援するという使い方も可能であろう.蔵板目録を利用
した資料の細俄化は,分類やキーワードを用いる場合と異なり個人の判断の差による影響を受けにくい
という利点もある.
ただし,この方法は,江戸前期以前の刊本･写本には適用できないので,それぞれの資料に適した方
法を考案する必要がある.その最初の利用者の振分けにもA I Rの応用が可能である.
それよりも問題となるのは,出版広告を用いる場合,資料の生産者側(-作者･絵師･書韓)の情報
にかたよっているので,そこから離れた利用の仕方には対応しにくいという点である.たとえば｢絵本
天の川｣から, ｢七夕｣関連の資料を集めたい,というような連想には対応できない.こうした利用者の
期待とのずれをいかに処理すべきか,今後の課題である.
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